
令和 8 年度 事業計画 

社会福祉法人 牧羊会 

令和 8 年度は、通常の 3 年毎の介護報酬改定の時期を待たずに特例として期中改定されます。改定率は全

体で 2.03%であり、人材流出を防ぐための緊急的対応で、賃上げ・職場環境改善の支援、物価上昇支援する

内容であります。牧羊会でも、賃上げ・働きやすい職場づくりと ICT・介護機器の活用で人材の定着、そし

て良質な介護ｻｰﾋﾞｽの提供で専門性・質・効率・やりがいを高め合う取組みを推進いたします。 

       

                                                                            

１.独自性を持った施設運営と専門分化した介護      高度な専門性への追求と体制基盤の向上 

ｻｰﾋﾞｽの深化と業務継続性ある体制強化          物価高への対応(維持費用見直し・賃上げ) 

２.感染症や災害への対応力向上            感染症や災害への対応訓練・適切な予防策構築 

          

 

１.多様な人材や柔軟かつ積極的な雇用形態で、     多様な人材活躍、部署兼務、業務の ICT 活用 

   職員の定着・育成を計画的に取り組む             求職者への説明(魅力と共感・体験価値) 

２.魅力がでる働き方や、将来にも安心ある制度     働きやすさ・給与引上げ・専門性評価・休日増 

や環境づくりを行う                福利厚生の活用(ｿｳｪﾙｸﾗﾌﾞ・iDeCo・親睦会) 

 

                             

１.専門性・研究活動によるｻｰﾋﾞｽの質と専門性     資格取得の支援、研究活動の参加、多職種連携 

の向上。生産性向上と科学的介護の推進       ICT 関連(生産性向上・LIFE)の加算取得 

２.個別の食形態対応や口腔・栄養管理の強化      口腔・ﾘﾊ・栄養ｹｱ・ｱｾｽﾒﾝﾄと一体的取組み推進 

 

 

１.自立支援や重度化防止の取り組みにアウト      介護情報基盤の構築(介護 DXの推進)  

  カム評価の実施                 LIFEの活用と連携(質の向上と効率化) 

２.地域の福祉ﾆｰｽﾞの把握と地域住民や関係機関     地域住民の支援ニーズ把握や重層的支援連携 

との信頼強化に取り組む                          防災対策(感染症も勘案したＢＣＰの実装化) 

 

 

１.ＩＣＴ等の導入・効率的な実用の実施        生成 AI ﾂｰﾙや介護 IoT機器の有効利用 

２.多様な援助ﾆｰｽﾞを幅広く、かつ迅速に把握      ﾓﾊﾞｲﾙ一元化の推進(ｲﾝｶﾑ・音声入力・ｾﾝｻｰ) 

し要望に応える施設づくりを目指す                 地域共生社会や SDGs への貢献と取組み 

牧羊会 中長期計画 （R4 年度～R8 年度）  

   １.組織力の強化（ガバナンス・専門性の向上・BCP・物価高への対応) 

２.各事業の効率的で健全な運営とｺｽﾄ意識・介護ｻｰﾋﾞｽとしての意識の向上 

３.人財の定着・育成に向けた取組み強化 

４.環境・魅力・希望が持てる職場へ 

５.科学的介護による自立支援・重度化対応（データに基づく取組み） 

６.食へのこだわりと楽しみ 

７.地域福祉（支援ｾﾝﾀｰ機能）の継続と地域包括ｹｱｼｽﾃﾑの連携推進 

.科学的介護による自立支援・重度化対応（データに基づく取組み） 

８.ＩＣＴとﾋﾞｯｸﾃﾞｰﾀｰの活用による業務効率化と生産性向上を目指す 

９.地域福祉の拠点活動の充実と公益的な取組みの実施 
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アウトプット(行動)計画 
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